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答弁者 

質問項目 

令和  年  月  日 

午前・午後  時  分 
受 

付 

No. 

一 般 質 問 通 告 書 

市長・教育長等 

下記の件について、質問いたしたく通告いたします。 

多摩市議会議長 三階 道雄 殿 

１ 外部委託と指定管理者の人件費把握について 

２ 新たな防災気象情報の効果的な周知と命を守る教育について 

３ 地域コミュニティと学校の安全、そして持続可能なまちづく

りについて 

 

    

令和８年５月 27 日 
多摩市議会議員 しらた 満 
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1．外部委託と指定管理者の人件費把握について 

  近年、物価高騰や人手不足が深刻化する中、国や自治体では、公共サービ 

スを支えるエッセンシャルワーカーの処遇改善や公契約における適正な労働 

環境の確保が強く求められています。本市においても多くの市民サービスが 

民間委託や指定管理者制度によって支えられていますが、これらは全て市民 

の貴重な税金によって賄われています。市民の知る権利に応え、また税金が 

適正かつ効果的に使われているかを検証するためには、これら委託料や指定 

管理料の内訳、特に人件費がどのように積算され実際の現場にどのように還 

元されているかを明確にすることが不可欠だと考えますので、以下質問いた 

します。 

（1）委託業者や指定管理者が市が想定した積算通りの人員を適正に配置し、 

適切な賃金を支払っているかについて、市はどのような手法で履行確認（モ 

ニタリング）を行っているか、伺います。 

 

(2) 現在の予算書・決算書では、委託料・指定管理料が総額で掲載されていま 

す。市民から見て、その内訳、特に人件費の割合が不透明であります。積算に 

おける人件費率や総額としての労務費、あるいは事業報告書における人件費内 

訳をよりわかりやすく公表・開示すべきと考えますが、市の見解を伺います。 

 

（3）現在の多摩市の公契約条例は、主に労働者に適切な賃金が支払われること 

を主眼に置いていますが、本来の賃金が適正かどうか検証する責任は、発注 

者である市にあると思います。その検証はどのように行われているのか伺いま 

す。 

 

 

2．新たな防災気象情報の効果的な周知と命を守る教育について 

（1）近年、気象情報の区分が見直されるなど、新たな防災気象情報の周知が 

進められています。この情報を、市民の皆様や、これからの未来を担う子ど 

もたちへ効果的に届ける周知方法について伺います。 

 

（2）国（気象庁）による新たな情報の広報に加え、メディアでも報道がなさ 

れていますが、肝心なことは、「いざという時に市民がどう動けるか」であり 

ます。 去る 5月 24日、本市において「多摩市・東京消防庁第 9消防方面合 

同水防訓練」が実施されました。参加機関は、多摩市・東京消防庁・多摩市 

消防団・多摩消防少年団・多摩市建設協力会・災害時応援協定締結事業者・ 

浸水想定区域内の自主防災組織・防火女性クラブ・稲城市消防本部など大変 

多くの機関や、そして市民の皆様が一堂に会して盛大に実施されました。こ 
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のような、防災意識の高い市民が直接集まる貴重な機会こそ、新たな情報の 

リーフレット配布や会場アナウンスなど、一歩踏み込んだ周知の工夫ができ 

たのではないかと考えますが、当日の対応と今後の振り返りについて見解を 

求めます。 

 

（3）今後、地域の様々なイベントや機会を捉えた多様な周知の在り方につい 

て問うと共に、教育現場において、子どもたちが自らの命を守る判断ができ 

るよう、どのように分かりやすく伝えていくのか、教育委員会の見解を求め 

ます。 

 

 

3．地域コミュニティと学校の安全、そして持続可能なまちづくりについて 

（1）地域協創とコミュニティスクールの相乗効果について 多摩市が進める 

「地域協創」の理念と、学校現場における「コミュニティスクール（学校運営 

協議会制度）」は、今後どのような相乗効果を持って、これからのまちづく 

りに生かされるべきでしょうか。それぞれのこれまでの成果と、見えてきた 

課題に対する市長のご認識を伺います。 

 

（2）都営住宅・ニュータウン建替えに伴う児童生徒数の推計と、持続可能な

ロードマップについて 現在、青陵中学区、東愛宕中学区、多摩永山中学区を

はじめ、市内全域の中学校区において単学級化（1学年 1クラス）の進行な

ど、子どもの数の偏りが深刻に懸念されています。 都営住宅の建替えにおけ

る「新築戸数」に対し、「実際の入居戸数（世帯層）」の実態はどうなってい

るのか。また、過去 10年間と今後 10年間における各中学校区の人口および

児童生徒数の推移・推計データを市民に広く開示し、共有すべきと考えま

す。その上で、地域コミュニティの活力を維持し、子どもたちが豊かな教育

環境を享受できるよう、持続可能なまちづくりに向けた市長の具体的な「実

行ロードマップ」を伺います。 

 

（3）夏季における児童生徒の熱中症対策の拡充について 近年の地球温暖化 

による地球沸騰化とも言われる猛暑から、子どもたちの命と健康を守るた

め、まずは本市の小中学校における現在の熱中症対策の現状を伺います。 

 

（4）他自治体を見ますと、冷感シートの配布やランドセル用保冷剤の活用支

援、さらには校内への冷蔵庫・冷凍庫の設置など、子どもの目線に立った一

歩踏み込んだ具体策が講じられています。学校の設置者、そして市民の命を

守る責任者としての市長のお考えを伺います。 
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（5）給食センター建替えにおける市長の政治姿勢と食器の選択について、給

食センターの建替えは、これからの子どもたちの食育を支える一大プロジェ

クトです。現在の課題と検討状況を伺います。その上で、子どもの健康と保

護者の切なる願いを大切にする立場から質問いたします。子どもたちが毎日

直接口にする「食器」の選択（PEN 樹脂食器か、温かみのある磁器食器かな

ど）についてです。これは単なる教育委員会事務方レベルの技術的な検討に

留まる話ではありません。4万 1142 人という、本当に多くの市民の皆様から

の付託を受けて市政の舵取りを担われている阿部市長ご自身の言葉で、子ど

もたちの食の安全と未来に向けた「食器の選択に対するお考え」を、ぜひ市

民にお示しいただきたいと思いますが、市長のご見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

資料要求欄（資料要求がある場合は、以下に記入してください。） 

①現在の都営団地の新築戸数に対しての入居戸数 

②過去 10年間と今後 10年間における各中学校区の人口および児童生徒数の推

移・推計データ 

③多摩ニュータウン地域の団地の分譲と賃貸のそれぞれの増減と見通し 

 

 

 

 


